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温調を行うのが一般的である。よってAWGモジュールに対し

てもîPlanar Lightwave Circuit）である。図1にAWGの回路構成を

示す。

基板上に，入射導波路，入射側スラブ導波路，アレイ導波路，

出射側スラブ導波路，出射導波路が形成されている。この

AWGの入射導波路に合波された光が入射すると，スラブ導波

温度無依存 AWGモジュールの開発
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路で回折により広がりアレイ導波路に入射する。アレイ導波路

は複数のチャネル導波路によって構成されており，隣り合うチ
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板である銅板の端部にそれぞれ貼り付けられ，同図に示すよう

に連結されている。銅の線膨張係数は基板のSiより一桁大き

いため，温度が変化すると大片に対して小片が相対的に移動す

る。

図4はスラブ導波路部分の図であり，中心波長の温度依存性

補償の原理を図解したものであるれ分ァ






